








〔はじめに〕 

 先天奇型を扱うことの多い小児外科医にとって,それを出生前に診断し,出生前から,あ

るいは少なくとも出生直後から治療できることは,理想的なことである。当院にも,出生前

に診断されて来院した例がないわけではないが,全体の率からいえば極めて低いのが現状

である。それらについて報告し,若干の考察を加える。 


